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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板部と、その底板部の両側から立ち上がっている両側壁部と、前記底板部の後側から
立ち上がっている後壁部を有し、前記底板部の前縁部から塵埃類が掃き込まれる収集部と
、基部側の連結部と端部側の把手部を有する把手体とを備えており、前記底板部の前縁部
に対しほぼ平行な把手体回動軸線の回りに把手体が相対的に回動し得るよう、収集部に対
し把手体の連結部が連結されてなるものであって、
収集部が底板部にて水平面上に載置された状態において、その収集部に対し把手体は、少
なくとも、ほぼ上向きをなす第１位置と、ほぼ後向きをなす第２位置をとることができ、
把手体が前記第２位置にある場合、把手体の把手部に加えられた前向きの力が、収集部の
後壁部に前方押圧力として伝達されるものであり、
収集部が、その底板部の前縁部が上方に後壁部が下方に位置する姿勢である場合に、把手
体は、その把手部が上方に連結部が下方に位置する姿勢をとり得、
把手体に対し、把手体回動軸線に平行な蓋体回動軸線の回りに回動可能なように連結され
た蓋体を有し、
その蓋体は、収集部が、その底板部の前縁部が上方に後壁部が下方に位置する姿勢であり
、且つ、把手体が、その把手部が上方に連結部が下方に位置する姿勢である状態において
、収集部の開口部を閉じるものであり、
収集部が底板部にて水平面上に載置され、把手体が第１位置又は第２位置をとる場合に、
蓋体は収集部の開口部を開放することを特徴とする塵取り。
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【請求項２】
　把手体が第２位置にある場合、把手体が後壁部に接することにより、把手体の把手部に
加えられた前向きの力が、収集部の後壁部に前方押圧力として伝達される請求項１記載の
塵取り。
【請求項３】
　把手体が第２位置にある場合、把手体が後壁部に固定されることにより、把手体の把手
部に加えられた前向きの力が、収集部の後壁部に前方押圧力として伝達される請求項１記
載の塵取り。
【請求項４】
　把手体が第２位置にある場合に上記蓋体の基部を収集部の後壁部に係合固定し得、
蓋体の基部を収集部の後壁部に係合固定することにより把手体を後壁部に対し固定するこ
とができ、把手体が後壁部に対し固定されることにより、把手体の把手部に加えられた前
向きの力が、収集部の後壁部に前方押圧力として伝達される請求項３記載の塵取り。
【請求項５】
　収集部の底板部を上側に位置させ且つ蓋体が収集部の開口部を閉じた状態において蓋体
および／または収集部の下方に位置する部分に、排水孔および／または排水切欠が設けら
れた請求項１乃至４の何れか１項に記載の塵取り。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塵埃類を収集する収集部に対する把手体の角度を変えることができる塵取り
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開平１１－３０９１０４号公報（特許文献１）には、底板と、左右側板と、天板と、
奥板を一体に有し、掃入れ口が開口する本体と、掃入れ口を覆うと共に左右両側にアーム
部を有し、該アーム部が本体側板に回動自在に連結された門形の蓋と、該蓋に固定される
と共に一定長さ上方へと延び、上端部にＬ字形に折れ曲がるグリップを有するハンドルと
を備え、ハンドルを吊り下げた時には、本体は掃入れ口を上側にした垂下姿勢となって蓋
により掃入れ口が覆われ、本体を床面等に置いた時には、本体は底板が床面等に沿う倒伏
姿勢となって掃入れ口が開口するようになっており、本体が倒伏姿勢の時に、蓋の端縁が
本体に当接することによりハンドルを所定角度の後傾姿勢で係止するようにしていること
を特徴とする蓋付きちり取りが記載されている。
【０００３】
　この種の塵取りは、従来より様々提供されているが、塵取り収集部である塵埃類収集部
に対する把手部の角度を可変とすることにより、通常のちり取りとしての使用以外に、ベ
ランダの排水溝等の泥等を掬い取るためのスコップとしても使用し得る塵取りとして実用
的なものは従来見当たらなかった。
【特許文献１】特開平１１－３０９１０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、塵埃類を収集する収集部に対する把手体の角度を変えることに伴い、塵取り
として使用し得ると共に、スコップ等のように前向きに比較的強い力を加えつつ使用する
こともできる塵取りを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の塵取りは、
底板部と、その底板部の両側から立ち上がっている両側壁部と、前記底板部の後側から立
ち上がっている後壁部を有し、前記底板部の前縁部から塵埃類が掃き込まれる収集部と、
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基部側の連結部と端部側の把手部を有する把手体とを備えており、前記底板部の前縁部に
対しほぼ平行な把手体回動軸線の回りに把手体が相対的に回動し得るよう、収集部に対し
把手体の連結部が連結されてなるものであって、
収集部が底板部にて水平面上に載置された状態において、その収集部に対し把手体は、少
なくとも、ほぼ上向きをなす第１位置と、ほぼ後向きをなす第２位置をとることができ、
把手体が前記第２位置にある場合、把手体の把手部に加えられた前向きの力が、収集部の
後壁部に前方押圧力として伝達されることを特徴とする。
【０００６】
　塵取りの収集部を、その底板部にて水平面上に載置した状態において、そのように水平
面上に載置した収集部に対し、把手体は、少なくとも第１位置と第２位置をとることがで
きる。
【０００７】
　第１位置においては、底板部にて水平面上に載置した収集部に対し、把手体はほぼ上向
きをなすので、使用者は比較的高い位置で把手体の把手部を把持して収集部に塵埃類を掃
き込むことができ、塵取りとして好適に用いることができる。尤も、使用の際に底板部に
て水平面上に載置しない状態でも、塵取りとして使用し得ることは言うまでもない。
【０００８】
　第２位置においては、底板部にて水平面上に載置した収集部に対し、把手体はほぼ後向
きをなす。而も把手体が前記第２位置にある場合、把手体の把手部に加えられた前向きの
力が、収集部の後壁部に前方押圧力として伝達される。そのため、ベランダの排水溝等の
泥等を収集部により掬い取る場合のように、使用者が把持した把手部から収集部に対し前
向きに比較的強い力を加えつつスコップ等のように使用する際に、把手体と収集部との相
対回動機構にあまり負担をかけずに所要の前向きの力を収集部に加えることができる。
【０００９】
　上記塵取りは、把手体が第２位置にある場合、把手体が後壁部に接することにより、把
手体の把手部に加えられた前向きの力が、収集部の後壁部に前方押圧力として伝達される
ものとすることができる。
【００１０】
　また上記塵取りは、把手体が第２位置にある場合、把手体が後壁部に固定されることに
より、把手体の把手部に加えられた前向きの力が、収集部の後壁部に前方押圧力として伝
達されるものとすることができる。
【００１１】
　本発明の塵取りは、収集部が、その底板部の前縁部が上方に後壁部が下方に位置する姿
勢である場合に、把手体は、その把手部が上方に連結部が下方に位置する姿勢をとり得、
収集部が底板部にて水平面上に載置された状態において、その収集部に対し把手体は、少
なくとも、ほぼ上向きをなす第１位置と、ほぼ後向きをなし把手体の一部が収集部の後壁
部の後側に位置する第２位置をとることができるものとすることが好ましい。
【００１２】
　この場合、塵取り不使用の際は、収集部が、その底板部の前縁部が上方に後壁部が下方
に位置する姿勢をとり、且つ、把手体は、その把手部が上方に連結部が下方に位置する姿
勢をとり得、使用の際は、収集部が底板部にて水平面上に載置された状態において、その
収集部に対し把手体が上向き又はやや後傾上向きに位置する第１位置と、その収集部に対
し把手体が後向き又はやや上方後向きに位置して把手体の一部が収集部の後壁部の後側に
位置する第２位置をとり得る。すなわち、少なくとも３種類の状態を取り得る。
【００１３】
　また前記の塵取りは、把手体に対し、把手体回動軸線に平行な蓋体回動軸線の回りに回
動可能なように連結された蓋体を有し、
その蓋体は、収集部が、その底板部の前縁部が上方に後壁部が下方に位置する姿勢であり
、且つ、把手体が、その把手部が上方に連結部が下方に位置する姿勢である状態において
、収集部の開口部を閉じるものであり、
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収集部が底板部にて水平面上に載置され、把手体が第１位置又は第２位置をとる場合に、
蓋体は収集部の開口部を開放するものとすることが好ましい。
【００１４】
　この場合、収集部が、その底板部の前縁部が上方に後壁部が下方に位置する姿勢であり
、且つ、把手体が、その把手部が上方に連結部が下方に位置する姿勢である状態において
は、収集部の開口部は蓋体により閉じられる。
【００１５】
　収集部が底板部にて水平面上に載置され、把手体が第１位置又は第２位置をとる場合に
は、蓋体は、収集部の開口部を開放するので、塵取り又はスコップ等として用いることが
できる。
【００１６】
　更に、前記塵取りは、収集部の底板部を上側に位置させ且つ蓋体が収集部の開口部を閉
じた状態において蓋体および／または収集部の下方に位置する部分に、排水孔および／ま
たは排水切欠が設けられたものとすることが好ましい。
【００１７】
　この場合、収集部に塵埃類と水等の液体を混合状態で収容し、蓋体により収集部の開口
部を閉じた状態で、収集部の底板部を上側に位置させると、前記排水孔および／または排
水切欠が蓋体および／または収集部の下方に位置することとなるので、その排水孔および
／または排水切欠を通じて、塵埃類を収集部に収容した状態で収集部から液体を排出させ
ることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の塵取りは、収集部に対する把手体の角度を変えることに伴い、底板部にて水平
面上に載置した収集部に対し把手体がほぼ上向きをなす第１位置においては塵取りとして
好適に用いることができ、底板部にて水平面上に載置した収集部に対し把手体がほぼ後向
きをなす第２位置においては、把手体の把手部に加えられた前向きの力が、収集部の後壁
部に前方押圧力として伝達されるので、ベランダの排水溝等の泥等を収集部により掬い取
る場合のように、使用者が把持した把手部から収集部に対し前向きに比較的強い力を加え
つつスコップ等のように使用する際に、把手体と収集部との相対回動機構にあまり負担を
かけずに所要の前向きの力を収集部に加えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の実施の形態を、図面を参照しつつ説明する。
【００２０】
　図面は何れも本発明の実施の形態の一例としての塵取りに関するものであって、
【００２１】
　図１は起立状態の正面図、図２は塵取り状態の斜視図、図３は塵取り状態の正面図、図
４は塵取り状態の要部拡大図、図５はスコップ状態の斜視図、図６はスコップ状態の正面
図、図７はスコップ状態の底面図、図８はスコップ状態の要部拡大図、図９は排液時の正
面図、図１０は排液時の底面図、図１１は塵埃類排出時の正面図である。
【００２２】
　塵取りは、収集部Ｃと、把手体Ｈと、蓋体Ｖからなる。
【００２３】
　収集部Ｃは、前縁部Ｂ１から塵埃類が掃き込まれる底板部Ｂと、その底板部Ｂの両側か
ら立ち上がっている両側壁部Ｓと、底板部Ｂの後側から立ち上がっている後壁部Ｒと、後
壁部Ｒの上部から前上方に伸びる天板部Ｔからなる。底板部Ｂの下面には、塵取りやスコ
ップ等として使用する際に対象面との摩擦を低減させるために、ほぼ前後方向に一対の底
部リブＢ２が設けられている。後壁部Ｒの後面には、底板部Ｂ下面の底部リブＢ２の後端
部から連続するように一対の突条部Ｌが幅方向両側に上下方向に設けられている。なお、
収集部Ｃの前後及び上下位置は、断りがない限り、底板部Ｂを水平面上に載置した状態に
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基づく。
【００２４】
　収集部Ｃの開口部Ｍは、底板部Ｂの前縁部である底板前縁部Ｂ１と、天板部Ｔの前縁部
である天板前縁部Ｔ１と、両側壁部Ｓの前縁部である両側壁前縁部Ｓ１に囲まれて形成さ
れている。
【００２５】
　天板前縁部Ｔ１は、底板前縁部Ｂ１に対しほぼ平行状をなし、底板前縁部Ｂ１よりも後
退した位置に位置する。両側壁前縁部Ｓ１は、底板前縁部Ｂ１の両端から天板前縁部Ｔ１
の両端に至るように、後方に向かって上昇傾斜するように形成されている。収集部Ｃの天
板前縁部Ｔ１には、櫛状に多数連続形成された排水切欠部Ｄが設けられている。
【００２６】
　収集部Ｃは、底板前縁部Ｂ１が上方に位置する姿勢において、後壁部Ｒの両突条部Ｌに
て水平面上に自立し得る。
【００２７】
　なお、収集部の形状はこれに限るものではないが、天板部、特に前方に向かって上方傾
斜する天板部を有することが望ましい。
【００２８】
　把手体Ｈは、基部側に設けた二股状の連結部Ｈ１と、その連結部Ｈ１の横方向中央部か
ら端部側に伸びる把手部Ｈ２を有する。把手体Ｈの二股状の連結部Ｈ１の各先端部は、収
集部Ｃの各側壁部Ｓに対し一対のピンＰにより回動可能に結合されている。これにより、
把手体Ｈは、収集部Ｃの側壁部Ｓに対し、底板部前縁部Ｂ１にほぼ平行な把手体回動軸線
の回りに相対的に回動し得るよう連結されている。
【００２９】
　収集部Ｃに対する把手体回動軸線回りの把手体Ｈの回動が可能な範囲は、把手部Ｈ２が
収集部Ｃの前方に位置する角度と、上方に位置する角度と、後方に位置する角度にわたる
。
【００３０】
　蓋体Ｖは、収集部Ｃの開口部Ｍの外周形状にほぼ対応した外周形状を有する湾曲板状体
からなる。蓋体Ｖは、その基部の両側に設けられた外向き突起Ｖ１が把手体Ｈに嵌合する
ことにより、把手体Ｈに対し、把手体回動軸線に平行な蓋体回動軸線の回りに回動可能な
ように連結されている。なお、蓋体Ｖは、収集部Ｃの開口部Ｍを開閉し得るものであれば
、必ずしも開口部Ｍの外周形状に対応した外周形状であることを要しない。
【００３１】
　塵取り不使用の際は、図１に示すように、収集部Ｃを、底板前縁部Ｂ１が上方に位置し
後壁部Ｒが下方に位置する姿勢で後壁部Ｒにて水平面上に自立させた状態で、把手部Ｈ２
がその収集部Ｃの上方に位置するように把手体Ｈを起立させた状態とする（不使用位置）
。この状態で、蓋体Ｖは、収集部Ｃの開口部Ｍを上側から閉じる状態となる。
【００３２】
　この場合、この例では、把手体Ｈは、収集部Ｃの底板部Ｂ側へやや傾斜した状態で、把
手体Ｈの連結部Ｈ１が収集部Ｃの底板部Ｂにより支持されて起立状態を維持し得る。
【００３３】
　把手体Ｈの把手部Ｈ２は、前側開口の縦溝状部Ｎに形成されており、箒Ｏの柄部が縦溝
状部Ｎに嵌合することにより箒Ｏが保持される。
【００３４】
　塵取りとして用いるためには、把手体Ｈにより収集部Ｃを吊り下げつつ、底板前縁部Ｂ
１が上方に位置する起立状態の収集部Ｃを、底板部Ｂにて水平面上に載置された状態に転
倒させた上で、図２乃至図４に示すように、その収集部Ｃに対し把手体Ｈをやや後傾上向
きに位置させる（第１位置）。この状態で、蓋体Ｖは、収集部Ｃの開口部Ｍを開き、収集
部Ｃの後上側に位置する。
【００３５】



(6) JP 5110986 B2 2012.12.26

10

20

30

40

50

　この場合、蓋体Ｖを収集部Ｃにより支持させることにより、把手体Ｈを第１位置に維持
させることができる。収集部Ｃによる蓋体Ｖの支持は、蓋体Ｖの内面側に設けられた蓋体
側被支持突部Ｖ２を、収集部Ｃの後壁部Ｒの後面部に設けられた蓋支持部Ｑ１により上向
きに支持することにより行われ、これにより把手体Ｈが更に後傾しないよう支持し得る。
なお、蓋体Ｖの内面側には、蓋体側被支持突部Ｖ２を間に挟むように、一対の弓形突部Ｖ
４が設けられている。弓形突部Ｖ４は蓋体側被支持突部Ｖ２よりも突起しており、而もそ
の周縁部は前後方向に滑らかに湾曲傾斜しているので、蓋体Ｖが収集部Ｃの開口部Ｍを開
閉する際に弓形突部Ｖ４の周縁部が天板前縁部Ｔ１に接し、蓋体側被支持突部Ｖ２が天板
前縁部Ｔ１に引っかかって蓋体Ｖの開閉動作が妨げられることが防がれる。
【００３６】
　スコップとして用いるためには、底板部Ｂにて水平面上に載置された状態で、図５乃至
図８に示すように、その収集部Ｃに対し把手体Ｈをやや上方後向きに位置させる（第２位
置）。この状態で、基部が把手体Ｈに連結された蓋体Ｖは、収集部Ｃの後側に位置し、収
集部Ｃの開口部Ｍは開いた状態となる。
【００３７】
　第２位置においては、把手体Ｈの連結部Ｈ１の端部側に設けられた縦方向の嵌合切欠部
Ｆと、収集部Ｃの後壁部Ｒの後面に突設された縦方向の突条部Ｌが嵌合することになる。
これにより、主として収集部Ｃと把手体Ｈの間の側方の動きが規制される。
【００３８】
　更に、蓋体Ｖを後方に向かってほぼ水平状に位置させることにより、蓋体基端部Ｖ３が
収集部Ｃの後壁部Ｒを前後方向に押圧する状態で、その蓋体基端部Ｖ３を後壁部Ｒの後面
における蓋支持部Ｑ１の下側に設けられた蓋嵌合凹部Ｑ２に嵌合させることができる。こ
のように蓋体基端部Ｖ３を収集部Ｃの後壁部Ｒに係合固定することにより、把手体Ｈを後
壁部Ｒに確実に固定することができる。
【００３９】
　この状態で把手部Ｈ２を把持して収集部Ｃに対し前向きの力を加えることにより、把手
体Ｈから蓋体Ｖを介して収集部Ｃの後壁部Ｒに対し前方押圧力を伝達することができる。
そのため、ベランダの排水溝等の泥等を収集部Ｃにより掬い取る場合のように、使用者が
把持した把手部Ｈ２から収集部Ｃに対し前向きに比較的強い力を加えつつスコップとして
使用する際に、把手体Ｈと収集部Ｃの側壁部Ｓとの回動機構にあまり負担をかけずに所要
の前向きの力を収集部Ｃに加えることができる。
【００４０】
　なお、把手体Ｈが第２位置にある場合において、把手体Ｈの把手部Ｈ２に加えられた前
向きの力が、収集部Ｃの後壁部Ｒに前方押圧力として伝達される状態となるようにするに
は、その他に次のような態様が可能である。但しこれらに限るものではない。
【００４１】
　例えば、第２位置において、把手体Ｈの連結部Ｈ１が収集部Ｃの後壁部Ｒに接する状態
となるように後壁部Ｒを形成する。この場合、把手体Ｈが第２位置にある際に、把手部Ｈ
２を把持して収集部Ｃに対し前向きの力を加えることにより、把手体Ｈの連結部Ｈ１のう
ち収集部Ｃの後壁部Ｒに位置する部分が後壁部Ｒを押圧する状態となる。この場合、把手
体Ｈの連結部Ｈ１が、第２位置以外では収集部Ｃの後壁部Ｒに接する状態とならないよう
にすれば、不使用位置と第１位置との間の変換を円滑に行うことができる。
【００４２】
　また把手体Ｈが第２位置にある際に、把手部Ｈ２を把持して収集部Ｃに対し前向きの力
を加えることにより、把手体Ｈの連結部Ｈ１のうち収集部Ｃの後壁部Ｒに位置する部分が
後壁部Ｒを押圧する状態となるようにするには、他に、例えば、把手体Ｈと収集部Ｃとの
回動可能連結の許容間隙（例えば把手体Ｈの連結部Ｈ１の嵌合孔と収集部Ｃの側壁部Ｓに
固定されたピンＰとの間の許容間隙）を、把手体Ｈのうち収集部Ｃの後壁部Ｒに位置する
部分と後壁部Ｒの後面との許容間隙よりも大きくすることや、第２位置において把手体Ｈ
の把手部Ｈ２から収集部Ｃに対し前向きの力を加えることにより把手体Ｈの連結部Ｈ１が
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撓むようにすることや、連結部Ｈ１に弾性圧縮部を設けておいてその弾性圧縮部が圧縮さ
れるようにすること等が可能である。
【００４３】
　第１位置又は第２位置においてそれぞれ塵取り又はスコップとして使用し、収集部Ｃに
塵埃類や泥等を水等の液体と共に収容した場合、図９及び図１０に示すように、収集部Ｃ
の底板部Ｂを上側に位置させ且つ蓋体Ｖを押さえることにより閉じた状態（蓋体Ｖにより
収集部Ｃの開口部Ｍを閉じた状態）とすれば、天板前縁部Ｔ１が収集部Ｃの下方に位置し
、その天板前縁部Ｔ１に設けられている排水切欠部Ｄの開口側に蓋体Ｖが接する状態とな
る。そのため、塵埃類と水等の液体を混合状態で収容した収集部Ｃから、排水切欠部Ｄを
通じ、塵埃類を収集部Ｃに収容した状態で液体を排出させることができる。その後、図１
１に示すように底板部Ｂを上側に位置させた状態で収集部Ｃの開口部Ｍを開いて、残った
収集物を廃棄することができる。なお、この例では、底板部Ｂが上側に位置する状態では
蓋体Ｖは重力により垂下し得る。
【００４４】
　把手体Ｈが第２位置にある状態、すなわちスコップとしての使用状態から、不使用状態
に戻すには、蓋体基端部Ｖ３と蓋嵌合凹部Ｑ２の嵌合を解除すると共に把手体Ｈの連結部
Ｈ１の嵌合切欠部Ｆと収集部Ｃの後壁部Ｒの突条部Ｌとの嵌合を解除し、把手体Ｈの把手
部Ｈ２を把持して収集部Ｃを吊り下げる状態とする。これにより、収集部Ｃは、底板前縁
部Ｂ１が上方に位置し後壁部Ｒが下方に位置する姿勢で起立し、蓋体Ｖは、その収集部Ｃ
の開口部Ｍを上側から閉じる状態となり、把手体Ｈが起立した状態で収集部Ｃを後壁部Ｒ
にて自立させることができる。
【００４５】
　把手体Ｈが第１位置にある状態、すなわち塵取りとしての使用状態から、不使用状態に
戻すには、把手体Ｈの把手部Ｈ２を把持して収集部Ｃを吊り下げる状態とする。これによ
り、蓋支持部Ｑ１による蓋体側被支持突部Ｖ２の支持が解除されて収集部Ｃは底板前縁部
Ｂ１が上方に位置し後壁部Ｒが下方に位置する姿勢で起立し、蓋体Ｖは、その収集部Ｃの
開口部Ｍを上側から閉じる状態となり、把手体Ｈが起立した状態で収集部Ｃを後壁部Ｒに
て自立させることができる。
【００４６】
　以上の実施の形態についての記述における構成部分の個数、形状、その位置関係などは
、特にそれらに限定される旨の記載がない限りは、この発明の範囲をそれらのみに限定す
る趣旨のものではなく、単なる説明例に過ぎない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】起立状態の正面図である。
【図２】塵取り状態の斜視図である。
【図３】塵取り状態の正面図である。
【図４】塵取り状態の要部拡大図である。
【図５】スコップ状態の斜視図である。
【図６】スコップ状態の正面図である。
【図７】スコップ状態の底面図である。
【図８】スコップ状態の要部拡大図である。
【図９】排液時の正面図である。
【図１０】排液時の底面図である。
【図１１】塵埃類排出時の正面図である。
【符号の説明】
【００４８】
Ｂ　　　底板部
Ｂ１　　底板前縁部
Ｂ２　　底部リブ
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Ｃ　　　収集部
Ｄ　　　排水切欠部
Ｆ　　　嵌合切欠部
Ｈ　　　把手体
Ｈ１　　連結部
Ｈ２　　把手部
Ｌ　　　突条部
Ｍ　　　開口部
Ｎ　　　縦溝状部
Ｏ　　　箒
Ｐ　　　ピン
Ｑ１　　蓋支持部
Ｑ２　　蓋嵌合凹部
Ｒ　　　後壁部
Ｓ　　　側壁部
Ｓ１　　側壁前縁部
Ｔ　　　天板部
Ｔ１　　天板前縁部
Ｖ　　　蓋体
Ｖ１　　外向き突起
Ｖ２　　蓋体側被支持突部
Ｖ３　　蓋体基端部
Ｖ４　　弓形突部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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